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シリーズ　『　新病棟　』　
　第４回は、循環器内科　岡　岳文　医師より、心臓
血管センター・N5病棟についてご紹介いたします

尾瀬岩鞍ゆり園　( 群馬県 )



シリーズ　『　新病棟　』　
　　　第 4回　心臓血管センター・Ｎ５病棟

　本年 4月に新病棟の第 1期工事が完成し、5階（N５）に
心臓血管センター病棟がオープンしました。

循環器内科　院長補佐
岡　岳文
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１．心臓血管センタースタッフ
２．心大血管リハビリテーション室

　N5病棟には循環器内科と心臓血管外科の患者さんを中心
に、東西合わせて60床が配置されています。病室はもちろん、
廊下やスタッフステーション、面談室、デイルームは余裕の
あるスペースが確保されています。また病棟の中央には東西
を走るスタッフ専用廊下があり、いわゆるバックヤードとし
て薬剤室、休憩室、カンファレンス室、機材室、介護浴室等
が配置されています。
　さらに 100 平方メートルの広さを持つ心大血管リハビリテーション室をフロア内
に併設し、入院患者さんの積極的な心臓リハビリの介入に役立っています。
　初めて病棟を見たときはその広さに驚いたのですが、運用３ヶ月が過ぎ、見直し
てみると、患者さん、スタッフ両方への配慮のみられる設計を再確認する次第です。
　来年には第 2期工事も完成し、新しい心臓カテーテル室やハイブリット手術室も
完成します。心臓血管センタースタッフ一同、地域に貢献するべく益々頑張りたい
と思います。



全国初の看護支援システムを導入

新病棟の開設にともない、看護支援システム「ユカリアタッチ」を導入しました。
主な支援機能５項目の概要を説明します。

１．電子化ピクトグラム（絵文字）機能

２．医療従事者診療情報参照機能

　これまで、患者への検査案内や絶食などの注意喚起を
紙に書き、テープ、マグネットを使い、ベッド周りや床
頭台に表示していたものを電子化したもので、破れたり
紛失する心配がありません。また、床頭台の上に表示さ
れるため患者も医療者も目に触れやすくなりました。

　バイタルサイン・内服薬・食事内容・血液
検査結果なども電子カルテとデータ連携し、
自動表示・自動更新されます。その場でデー
タ確認ができるため、ナース・ステーション
に帰ってデータを確認する手間が省けます。
この機能は、看護師だけでなく医師やコメディ
カルにも有効です。

３．離床先管理機能
　手術や検査のためベッドを離れる時、離床状況を
表示することができます。医療者だけでなく、お見
舞いに来られた家族も見えるので、来られた家族の
安心にもつながっています。

　ベッドサイドで飲水や食事制限の確認
ができ、内容は電子カルテと連動し、自
動で更新されるので、紙などで準備する
という手間がなくなりました。



全国初の看護支援システムを導入
４．３点認証機能
　今までは点滴などの施行時、患者・薬剤・
施行者をバーコードで３点認証を行うシス
テムを利用していたために昼夜を問わず、
薬剤とともにノートパソコンを病室に運ぶ
必要がありました。導入後は、床頭台につ
いているバーコードリーダを使い３点認証
ができるため、ノートパソコンをベッドサ
イドに運ぶ手間が省け、看護師のフット
ワークが軽くなっています。

５．バイタルサイン測定機能
　この６月中旬から、1～ 4に加え、測定した体温・血圧・脈拍・SpO2・血糖値の測
定データを、測定器をかざすだけで電子カルテに登録できる機能が加わりました。測定
値をメモし、電子カルテに入力するという時間が短縮されたことで、夜勤者の負担軽減
につながっています。

　今回、電子化ピクトグラム（絵文字）とバイタル連携の２つの機能を一つにした日本
初の看護支援システムを導入しました。これらの機能を早く使いこなせるようになり、
患者の安全・安心を守るとともに、空いた時間を有効活用し、看護師という “人” でな
ければできないケアや患者・家族とのコミュニケーションのさらなる充実をはかってい
きたいと思います。

看護部　副部長
小幡　陽子



地域連携室よりお知らせ

１．出張 CCセミナーを今年も開催いたします
　地域の医療従事者の皆さんと連携を深め、より良い医療・連携の一助とすべく、出張
CCセミナーを今年度も実施いたします。
　お忙しい中とは存じますが、ぜひご参加いただけますようお願い申し上げます。

●出張 CCセミナー　in　真庭
日時：平成 30年 7月 18日（水）　19:00 ～ 21：00
場所：真庭リバーサイドホテル
講演：『　県北勤務に思う糖尿病診療の課題と展望　』
講師：津山中央病院　内科　部長　北村　卓也　先生

●出張 CCセミナー　in　美作
今秋開催予定です

　また、津山中央病院でも CCセミナーを開催しております。地域の医療従事者の方に
は自由に参加いただけます。ぜひ、ご参加ください。
　日程につきましては、裏表紙「CCセミナー・研修会のご案内」をご覧ください。

２．あんしん連携カード『結【ゆい】カード』発行状況
　医療機関の機能分化・強化と連携づくりを目的とした、あんしん連携カード『結【ゆ
い】カード』の運用を開始して 1年が経ちました。
　6月 30日現在で、内科・循環器内科の患者さんを中心に 40枚を発行いたしました。
　当院では、地域医療支援病院として積極的な逆紹介を推進して参りますので、連携登
録医の先生方におかれましては、今後とも何卒宜しくお願い申し上げます。

CC セミナー、あんしん連携カード『結【ゆい】カード』についてのお問合わせは、
当院地域連携室　安藤もしくは高橋 ℡0868-21-8111( 代 ) までご連絡下さい。

新任医師紹介
①出身大学 ②前勤務先 ③専門領域

○放射線科　医長
井原　弘貴
（いはら　ひろき）
①岡山大学
②岡山大学病院
③放射線治療



私たち津山慈風会は、
地域の皆さんに
やさしく寄り添います

津山中央病院 地域連携室
〒708-0841　津山市川崎 1756
TEL 0868-21-8111  FAX 0868-21-8201
ﾒｰﾙ  tcmn@tch.or.jp
HP  http://www.tch.or.jp

研究会、教室のご案内

■津山中央病院　糖尿病教室　
　日時／毎週月曜日　13:30 ～ 14:30
　場所／津山中央病院　N館 3階
　　　　デイコーナー

■美作地区胸腹部画像診断研究会
　日時／通常毎月第 4金曜日　19:00 ～（8・12 月を除く）
　場所／津山中央病院　医療研修センター　２階講義室
　※変更がある場合がございますので、詳細はお問合わせ下さい

■津山中央記念病院　糖尿病教室
　日時／毎週火・水曜日　13:30 ～（30 ～ 60 分程度）
　場所／津山中央記念病院２階会議室

外来診療担当医の変更について
今月は津山中央病院、津山中央クリニックに変更がありました。別紙、外来診療担当医表にてご確認
下さい。ホームページ（http://www.tch.or.jp）でもご覧いただけます。

津山中央病院グループ敷地内禁煙について

　津山中央病院グループは、地域のみなさまの健康を守ること、健康増進を
図ることを社会的使命としている病院として、より快適な療養環境を提供す
べく敷地内全面禁煙と致します。
　まず津山中央記念病院・津山中央クリニックは、平成 30 年 1 月 1 日から
敷地内禁煙と致しました。
　そして津山中央病院は平成 30年 4月 1日より敷地内禁煙と致します。
　皆様のご理解とご協力を頂きますようよろしくお願い致します。

●『　がん疼痛コントロールにおけるオピオイド使用の要諦　』
　日時：平成30年7月17日（火）19:15~20:30
　講師：岡山大学大学院保健学研究科教授　
　　　  岡山大学病院緩和支持医療科　診療科長　松岡 順治　先生
　場所：津山慈風会記念ホール

●出張CCセミナー　in　真庭
　　『　県北勤務に思う糖尿病診療の課題と展望　』
　日時：平成30年7月18日（水）19:00～21：00
　講師：津山中央病院　内科　北村 卓也　先生
　場所：真庭リバーサイドホテル

●『　この先どうなる免疫チェックポイント阻害薬　』
　日時：平成30年7月24日（火）19:00~20:30
　講師：岡山大学病院　腫瘍センター　助教　久保 寿夫　先生
　場所：津山慈風会記念ホール

●日時：平成30年7月31日（火）19：15～20:30
　講師：津山中央病院　脳神経外科　吉田 秀行　先生
　場所：医療研修センター2階　講義室

当院では、地域連携セミナーとして、ＣＣセミナーを開催しています。
地域の医療従事者の方に自由にご参加いただけます。

CC セミナー（地域連携セミナー）・研修会のご案内（７月）


